広大スタンダード（規準７）に関する自己評価　＜養護＞
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	規準７の総合評価
	

	
	


対応する科目：●教職入門　　●教育の思想と原理　　●教育と社会・制度
【規準・レベルの自己評価欄】　〔現時点で自分が到達していると考えるレベル１～３に〇をつける。〕
	規準７：学校園や教育を取り巻く基礎的な知識を獲得している。

	〈レベル１〉
	〈レベル２〉
	〈レベル３〉
	〈目指す教師像〉

	学校園や教育に関する法令の内容および基礎的な知識をある程度持っている。
	学校園や教育に関する法令の内容および基礎的な知識を概ね持っており、教師として何が求められているかと関連付けてある程度理解している。
	学校園や教育に関する法令の内容および基礎的な知識を持っており、教師として何が求められているかと関連付けて概ね理解している。
	学校園や教育に関する法令の内容および基礎的な知識を持っており、教師として何が求められているかと関連付けて十分に理解している。

	具体的な基準：
●以下を満たす
(1) GPA自動計算
修得単位数　2以上
・教育の根拠法令として、日本国憲法、教育基本法、学校教育法、教育公務員特例法等についての知識を断片的ではあるが持っている。
	具体的な基準:
●以下の(1)(2)のいずれかを
満たす
(1)GPA自動計算
修得単位数　6以上
GPA50以上
•教育に関する法令（日本国憲法、教育基本法、学校教育法、教育公務員特例法等）の内容を、法令の趣旨を踏まえて理解している。
(2)実習記録等
•教育に関する法令や現在の教育状況について、教師として何が求められているかと関連づけてある程度理解している。
・実習記録において、学校の重点目標や学校の取組を挙げることができる。
•教員としての服務規律についてある程度挙げることができる。
	具体的な基準：
●以下の(1) (2)の両方を
満たす
(1)GPA自動計算
修得単位数　6以上
GPA50以上
(2)実習記録等
•教育に関する法令（日本国憲法、教育基本法、学校教育法、教育公務員特例法等）や現在の教育状況について、教師として何が求められているかと関連づけて的確に理解している。
・実習記録において、学校の重点目標とその実現という観点から、学校の校務・教育実践を体系的に記述できる。
•教員としての服務規律について、教育公務員としての自覚を持って具体的に理解している。
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【自由記述欄】これまでの学習の成果や自分にとっての今後の課題、取り組んでいきたいことについて、具体的に記入する。
	


